


平成 30 年 度 寄 附 者 の 皆様 

この 度 は 、 本 県 へ 温か い 御 寄附 を 賜り 誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 

お 陰 様 で 、 平 成 30 年 度 は 918 件 、68,593,263 円 も の 御 支 援 を いた だ きま し た 。 
皆様 の 「 岩 手 県 を 応援 し た い !」 と いう 気持 ち に 恥じ ぬ よ う 、 お 選び いた だ いた 事業 

に て 大 切 に 使わ せ て いた だ きま す 。 

さて 、 本 書 で は 各 事 業 ( 寄 附 金 の 使途 ) の 実施 状況 に つい て 、 い ち 早 く 寄 附 者 の 

皆様 に お 伝え する べく 、 一 世に まとめ まし た の で 御 一 読 い た だ けれ ば 幸い で す 。 


Paes は 、 東 日 本 大 震 災 や 平成 28 年 台風 第 10 号 大 雨 災 害 か ら の 復興 を は じ 
家 様 の 応援 に 応え られ る 県 政 を 推進 し て 参り ます 。 
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〇 災害 復旧 等 対策 (平成 28 年 台風 第 10 号 大 雨 等 災害 復旧 分 野 ) ・ 


RS 三陸 鉄道 の 活性 化 ・ 
利用 促進 等 に 向け た 支援 


<H30 実績 > 


97 件 5,064,999 円 


<H30 取組 状況 >_ SS ee Ce a 


三陸 鉄道 は 今年 3 月 23 日 に 、J RR 山田 線 Sb: 20s) の 経営 移管 を 受け 、 こ れ ま で の 南北 リア 
ae —DICDEMNO, BROSARRECTO 163km を リア ス 緑 と し て 新た な スタ ー ト を 切り まし 

皆様 か らい た だ いた ご 寄附 は 、 三陸 鉄道 の 更 な る 利用 促進 に 繋げ る た め 、 主 に 次 の よう な 事業 に 活 
epee | 











. sais 上 げに 向け だ 事業 
| « ROR SR EIS PS IVEBSS | 
ae gp を 対象 に し た 「 園 児 お 絵かき 列車 の 運行 支援 や 園児 の 応募 作品 の 展示 肥 び 入賞 
| BADR を 実施 し まし た 。 | 





② 沿線 等 利用 等 利用 促進 事業 
沿線 の 市 町 村 め 各種 団体 が 主体 と な っ た 提案 型 に よる 三陸 鉄道 を 活用 し た 企画 列車 め や ツ アー 造 
成 の 支援 を 実施 し まし た 。 
③ 





お 祭り 経費 補助 事業 
三陸 鉄道 が 主催 し た 3③ 鉄 まつ り 、 秋 の 三 鉄 祭り へ の 助成 を 実施 し まし た 。 
交流 人 口 の 拡大 に 向け た 事業 
① 戦略 的 情報 発信 強化 事業 
peach NS で の 情報 発信 、 イ ベン ト へ の ブー フス 出展 等 に より 三陸 鉄道 の PR を 実施 し まし た 。 
② 企画 列車 造成 支援 事業 
ns アス 線 に お いて 、 小 学生 に 人 気 の 「 かい けつ ゾロ リ 」 と 一 緒 に 三陸 を 冒険 する 企画 列車 を 運 | 
行 し まし た だ 。 
機会 や 環境 変化 を 捉え た 利用 促進 の 取組 強化 に 向け た 事業 
① 山田 線 移管 ・ 機 運 醸成 事業 
リア ス 線 開通 に 向け た PR ボス ター の 作成 ①、 山 田 線 区 間 の 踏切 事故 防止 を 図る た め の キ ャ ン ペ 
| ー ン の 実施 、 開通 100 日 前 か ら 三 陸 鉄 道 ホ ー ム ペー ジ 等 に お いて カウ ント ダウ ン 企 画 を 実施 し ま 


し た 。 【 山 田 線 移 管 PR ポス ター】 
【 3 鉄 祭り の 様子 】 om 











【 踏 切 事故 防止 キャ ン ペ ー ン 】 

















政策 地域 部 交通 政策 室 地 域 交 通 担 当 
電話 : 019-629-5218 

















WEE v/a 7 | 2019 の 開催 事業 


<H30 実績 > 


5 件 _190.000 円 





<H30 取組 状況 > 


寄附 金 の 使い 道 は 、 プ ロジ ェクト の 広報 活動 や 、2018 年 の プレ イベ ント を は じ め 、2019 


の プ 
































ロジ ェクト の 本 開催 の 費用 に 活用 させ て いた だ きま す 。 




















【 開 催 概要 】 
を 名 称 


る 開催 趣旨 


三 際 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 





復興 に 取り 組む 姿 を 発信 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 風化 を 防ぐ と と も に 
東日本 大 岩 災 津波 の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 国内 外 の 防災 力 向上 ( に 貢献 する 総 
合 的 な 防災 復興 行事 と し て 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 を 開催 しま 
。 具体 的 に は 、 防災 や 復興 を テー マ に し た シン ポジ ウム 、 三陸 鉄道 の 車 
両 や 駅 を 活用 し た 企画 の ほか 、 市 町 村 や 民間 団体 等 が 主体 的 に 実施 する イ 
ベン ト な ど を 三陸 地域 全体 で 一 体 的 に 開催 し ます 。 


























$ 開催 期間 





2019 年 6 月 1 日 ( 土 ) て 8 月 7 日 OK) まで 計 68 日 間 
開催 場所 

岩手 県 沿岸 部 の 18 市 町 村 

(宮古 市 、 大 船渡 市 、 久 慈 市 、 陸 前 高田 市 、 釜 石 市 、 住 田町 、 
大 棚町 、 山 田町 、 岩 泉町 、 田 野 畑 村 、 普 代 村 、 野 田村 、 洋 野 町 ) 
































\ プロ ジェ クト 2019 


いて ES -| 


ED 


[ポス ター、 チ ラ シ ] [プレ イベ ント ] 




















【 担 当 課 】 
三陸 防災 復興 プロ ジェ ク ト 2019 推進 室 
電話 : 019-629-6222 











東日本 大 岩 災 津 渡 伝承 館 の 整備 事業 
<H30 実績 > 

7 件 307, 752 円 
<H30 取組 状況 > 


皆様 か らい た だ いた ご 寄附 は 、「 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 」 (愛称 :・「 い わ 
て TSUNAMI (つなみ ) メモ リア ル 」) の 整備 事業 に 活用 きせ て いた だ きま す 。 





陸前 高田 市 で 整備 が 進む 「 高 田 松 原 津 渡 復 興 祈念 公園 」 内 に 整備 する 当該 
施設 は 、「 い の ち を 守り 、 海 と 大 地 と 共に 生き る 」 を 展示 の テー マ に 、 三 陸 
の 津波 災害 の 歴史 や 、 東 日 本 大 震 acs 復興 の 取組 に 関わ る 映像 、 写 真 、 
被災 物 な ど を 展示 し 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 悲劇 を 繰り 返さ な いた め 、 固 災 の 
事実 と 教訓 を 後世 に 伝承 する と と も に 、 復 興 の 姿 を 国内 外 の 人 々 に 発信 し 
支援 を いた だ いた 全て の 方 々 に 感謝 の 気持 ち を 伝え ます 。 











「 東 日 本 大 震 災 津 波 伝承 館 」 を 含む 国営 本 _ 
追悼 ・ 祈 念 施設 全景 展示 の イメ ー ジ (被災 物 の 展示 ) 














「 東 日 本 大 震 炎 津波 伝承 館 」 の 情報 は 公式 SNS で も 発信 し て いま す 。 


fecebook 回 % 回 twntter ORF AO —— oy 














【 担 当 課 
復興 局 震 災 津 波 伝承 課 
電話 : 0192-22-9391 








ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 BL Lic 
観光 客 受 入れ 等 の 基盤 整備 に 関す る 事業 

















<H30 寄附 実績 > 
16 件 5.920.000 円 mage oe 
<H30 取組 状況 > a. 、 受 入 熊 勢 の 整備 に 活用 し 
1 大 会 概要 





(1) 大 会 概要 
る 期間 2019 4 


S2Pe® 
E 9 月 20 日 ( 金 ) て 11 月 2 日 ( 土 ) [44 日 間 ] ー SB s ー ーー 
会 場 札幌 市 / 岩 手 県 ・ 釜石 市 埼玉 県 ・ 熊 谷 市 東京 都 / 神 奈川 県 ・ 横 浜 市 
静岡 県 愛知 県 ・ 豊 田 市 大阪 府 ・ 東 大 阪 市 神戸 市 福岡 県 ・ 福 岡市 / 熊 本 県 ・ 熊 本 市 大 分 県 
(2) 釜石 会 場 対 戦 カ ー ド 


2o1910.1 づ = ビエ デー ゴロ 
— s NAMIBIA \ CANADA (*) 
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全国 12 都市 ] 


2 大 会 に 向け た H30 取組 内 容 


く 大 会 機運 の 醸成 > 
く 主 な 取組 実績 > 

(1) イベ ント 開催 (500 日 前 、 1 年 前 イベ ント 等 ) (2) PR ブー ス の 出展 及び 情報 発信 
(3) 特設 サイ ト 「 い わ て ・ か まい し ラグ ビー 情報 」 開設 (4) 独自 ボラ ンティア 「 い わ て ・ か まい し ラグ ビー 応援 団 」 の 募集 
< 観客 等 の 受入 態勢 の 構築 > 
く 主 な 取組 実績 > 


(1) 大 会 公式 ボラ ンティア の 募集 
(3) 「 都 市 装飾 計画 書 ( 案 


a AS 





















































(2) 外国 人 お も て な し 研修 会 の 開催 
) | 作成 、 大 型 都市 装飾 の 実施 (4) 「 フ ァ ン ゾー ン 運 営 計画 書 ( 案 ) 」 作 成 
< 観客 等 の 円 滑 な 輸送 の 確保 > 

く 主 な 取組 実績 > 


(1) 「 交 通 輸送 実施 計画 ( 案 ) 」 作 成 
(3) バス 車両 の 




















(2) パー ク & ラ イド 駐車 場 や バス 乗降 場 等 の 確 
保 や 鉄道 の 増便 ・ 増 結 要 請 な どの 輸送 力 の 確保 


く 警 備 ・ 防 災 ・ 医 療 な ど 安 全 安心 の 確保 > 
ぐ 主 な 取組 実績 > 


(1) 「 ラ スト マイ ル 、 和 観客 輸送 警備 計画 ( 案 ) 」 
(2) 関係 機関 と 連携 し た 避難 路 、 避 難 方法 の 検討 


























「 フ ァ ン ゾー ン 警 備 計 画 ( 案 ) 」 作成 
(3) 医療 体制 構築 に 向け た 医師 、 看 護 師 確保 











スタ ジア ム オ ー プ ニン グイ ベン ト スタ ジア ム オ ー プ ニン グイ ベン ト スク ラム いわ て フィ フ テ ィ ー ン 海外 青少年 招 聴 事業 
キッ クオ フ 宣 言 メモ リア ル マ ッ チ 結成 式 


(ニュ ー ジ ー ラ ンド ) 





【 担 当 】 








ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 推進 
電話 : 019 - 629 - 6796 























いわ て の 学び 希望 基金 
<H30 実績 > 
659 件 28.758.895 円 


<H30 取組 状況 > 


【 寄 附 の 趣旨 】 

東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 子ども た ち が 、 自 ら の 希望 に 沿っ た 学校 を 卒業 し 、 
社会 人 と し て 独り 立ち する まで 、 息 の 長 い 支 援 を 行う こと を 目的 に 、 全国 の 皆さま か ら 
の 善意 の 寄附 を 広く 募っ て いま す 。 








【 寄 附 金 の 活用 例 】 
〇 奨学 金 給付 事業 
震 災 に より 親 を 和 失っ た 児童 ・ 生 徒 等 に 対 し て 奨学 金 を 給付 し 、「 暮 らし 」 と 「 学 
び 」 の 支援 を 行っ て いま す 。 
〇 教科 書 購入 費 等 給付 事業 
被災 し た 高校 生 に 対し 、 入 学 一 時 金 や 教科 書 購入 費 、 修 学 旅行 費 等 を 支援 し て い 
cae 
〇 被災 地 生 徒 運動 部 活動 支援 事業 
運動 部 活動 に お いて 、 被 災 し た 中 学生 、 高 校生 が これ まで と 変わ ら ず 県 内 外 の 大 
会 に 参加 する た め に 必要 な 交通 費 等 を 支援 し て いま す 。 
〇 被災 地 児 童 生 徒 文化 活動 支援 事業 
文化 活動 に お いて 、 被 災 し た 小 ・ 中 学生 、 高 校生 が これ まで と 変わ ら ず 県 内 外 の 
大 会 や セミ ナー に 参加 する た め に 必要 な 交通 費 等 を 支援 し て いま す 。 
〇 被災 地 通 学 文 援 事業 費 補助 











被災 し た 生徒 等 に 対す る 通学 の 支援 を 図る た め 、 通 学 定期 券 購入 費 の 助成 を 行っ 
て いま す 。 


t _- 


【 授 業 風景 】 























国際 リニア コラ イダ ー の 実現 
<H30 実績 > 


8 件 270,115 円 


<H30 取組 状況 > 


ニー ニー ここ ここ ここ 守っ こ 選 こ こ こ こ ニニ ニニ ニニ こと こら こと ここ 三 三 ここ ここ ここ 局 選 ここ ここ ニニ ここ ここ ここ ご ここ ここ ここ ニー こ コニー さら 


| 国際 協力 で 建設 され る 世界 最 先端 の 研究 施設 「 国際 リ ニア コラ イダ ー(QLC)」 の 実現 に 向け て 、 国内 外 へ の 情報 発信 | 
や 立地 環境 に 関す る 調査 研究 な ど 、 建設 候補 地 と し て 積極 的 な 活動 を 展開 する た め の 、 次 の よう な 事業 に 活用 し ます 。 | 


1 ILC キ ャ ラバ ン の 実施 

県 内 各地 の 地域 コミ ュ ニ ティ や 職場 、 
学校 な ど に 職員 を 派遣 し 、ILC の 科学 
的 な 知識 を 提供 し た り 、 受け 入れ に 向 
けた 取組 み に つ いて 一 緒 に 考え る 、1L 
C キ ャ ラバ ン を 実施 し て いま す 。 











様々 な イ ee. 出展 
し て 、 模型 や 人 形 な ども 使い な が ら 、 わ 
か りや すく ILC を 発信 し て いま す 。 また 、 
ポス ター や パン フレ ッ ト 、 マン ガ 、 ホ ー ム 
ペー ジ で 公開 する 動画 な ども 製作 し 、 将 
来 を 担う 若い 世代 に 向け て 情報 提供 し 
て いま す 。 


3 加速 器 関連 産業 の 振興 
ILC の 心臓 部 で ある 「 超 伝導 加速 省 。 請 
洞 」 を は じ め 、 稼動 に 必要 な 各種 機器 
や 、 研 究 機 関 で 使わ れる 設備 な どの 技 
術 を 学び 、 関 連 産 業 へ の 参入 機会 を 確 
保 す る た め の セ ミナ ー や 勉強 会 を 実施 
し て いま す 。 











世界 中 の 研究 者 が 注目 する 候補 地 で 
ある 北上 サイ ト に つい て 、 その 地質 や 立 
地 環 境 、 社会 イン フラ な どの 情報 を は じ 
め 、 研究 者 の 生活 に 資す る 食 や 観光 の 
情報 まで 、 様々 な 現地 の 情報 を 調査 
し 、 英語 版 の ホー ムペ ー ジ を 通じ て 世界 
に 向け て 発信 し て いま す 。 
































ILC 推進 局 事業 推進 課 
7 電話 : 019-629-5203 














V 40 CFLS AK > PE DALY BSCR ik A 


<H30 実績 > 


<H30 取組 状況 > 

いわ て 社会 貢献 ・ 復 興 活動 支援 基金 は 、 復 興 ・ 被 災 者 支援 活動 や 県 内 各地 
の 様々 な 地域 課題 を 解決 する た め の 取 組 を 行う NPO 等 へ の 活動 費 助成 に 加 
え 、NPO 等 が 持続 可能 な 地域 社会 づく り の 担い 手 と し て 期待 され て いる こ 
と に 対応 し 、 そ の 運営 基盤 を 強化 する た め の 取 組 な ど に 充て て いま す 。 









































【 基 金 の 活用 例 】 
@ NPO 等 に よる 復興 支援 事業 
H30 年 度 は 、 地 元 中 学生 等 と 復興 支援 を 続け る 県 外 イ ンタ ー ナ ショ ナル ス 
クー ル の 生徒 と が 連携 し た ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 釜石 大 会 を 盛り 上 
げ る た め の 多 言語 マッ プ 制 作 や 、 被 災 地 で 活動 する NPO 法 人 の 事務 処理 能 
力 向上 の た め の 出 前 相談 会 等 に 取り 組む NPO 等 に 対し 、 活 動 費 を 助成 しま 
し た 。 
@ NPO 等 運営 支援 事業 
N PO 法人 の 人 材 育成 の た め の 講 習 会 等 の 開催 、 自 立 的 ・ 持 続 的 な 活動 に 
つなげ る た め 、 企 業 等 と の 交流 会 や 勉強 会 (セミ ナー) を 開催 する な ど NP 
O 等 の 運営 基盤 強化 に 取り 組ん で いま す 。 
@ 事業 型 NPO 育 成 事業 
地域 課題 解決 に 向け た 事業 (ソー シャ ルビ ジネス ) の 立ち 上 げ 方 等 を 習得 
する た め の 講 座 を 実施 する な ど 、 事 業 収入 で 運営 を 行う 事業 型 NPO の 育成 
に 取り 組ん で いま す 。 


























制作 ワー クシ ョ ッ プ の 様子 企業 と N PO 等 の 交流 会 で の プレ ゼン の 様子 
般 社 団 法人 根 浜 M I ND) (特定 非 営利 活動 法人 まん まる ママ いわ て ) 





























[担当 課 
SSE HAOPE Lc OLESEN OE 
電話 : 019-629-5199 
































災害 復旧 等 対策 
産業 再生 推進 費 ・ 復 興 ま ち づ く り 支 援 事業 分 野 
<H30 実績 > 


74 件 2,240,742 円 ( そ 体 数 ) 
<H30 取組 状況 > 

【 産 業 再 生 推進 費 】 

三陸 地域 の 産業 の 復旧 、 復 興 を 促進 する た め 「 さ ん りく 
産業 振興 プロ ジェ クト 」 の 取組 を 推進 する も の で す 。 
この プロ ジェ クト は 、 安全 ・ 安 心 で 高 品 質 な 産品 の 提供 
や 高い 生産 性 と 収益 性 を 実現 する 農林 水産 業 の 振興 、 三 陸 
地域 の 資源 を 生か し た 地場 産業 の 振興 や 新 産業 の 創出 な 
ど に より 、 広く 三陸 地域 全体 の 産業 の 振興 を 図る こと を 目 
的 の し で いま すす 

新た な 産業 の 創出 に つい て は 、 復興 まち づく り に 合わ せ 
た な り わ い の 再 生 を 図る た め 、 若 者 や 女性 等 の 起業 ・ 新 事 
業 進出 等 を 促進 する こと に より 、 多 様 な 事業 体 に よる 産業 
の 創出 に つなげ て いま す 。 








【 復 興 ま ちら づく り 支 援 事業 費 】 

復興 事業 の 円 滑 か つ 迅 速 な 実施 を 目的 と し て 、 各 市 町 村 
が 事業 実施 に 必要 な 許認可 の 特例 等 に 関す る 事務 手続 を 
支援 する と と も に 、 被災 地 に お ける 土地 の 利 活用 促進 を 図 
る た め の 情 報 収 集 や 課題 把握 に 努め て いま す 。 

また 、 被 災 さ れ た 方 に 対し て 身近 な 社会 資本 の 整備 に 関 
する 情報 を 提供 し て いま す 。 






























































災害 復旧 等 対策 
平成 28 年 台風 第 10 号 大 雨 等 災害 復旧 分 野 
<H30 実績 > 

74 件 2,240,742 円 4 ppe 
<H30 取組 状況 > 
【 事 業 の 特色 】 





平成 28 年 台風 第 10 呈 災 害 の 発 災 か ら 約 3 年 が 経過 し 
彼 炎 地 で は 炎 害 復旧 工事 や 、 被 災 し た 河川 の 改修 な ど 、 復 
旧 ・ 復 興 に 向け た 動き が 一 歩 一 歩 確実 に 進ん で いま す 。 

Lae © 令 和 元 年 6 月 1 日 現在 、 未 だ 89 世帯 
の 方 が 応急 仮 8 NE SN 今後 
被災 し た 道路 や 河川 の 復旧 等 を 迅速 に 進め る と と も 

pr ore eis 被災 者 一 人 ひと り 

関電 時 に の 





岩泉 町 安 家 川 河川 改修 工事 岩泉 町 上 乙 茂 の 沢 砂防 工事 








【 担 当 課 】 
地域 振興 室 県 北 沿岸 振興 担当 
電話 : 019-629-5212 




















Diet, 








問い 合わ せ 先 / 岩 手 県 総務 部 税務 課 管理 企画 担当 
〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10 一 | 

電話 :019-629-5144 FAX:019-629-5149 
岩手 県 ホー ムペ ー ジ 「 ふ る さと 岩手 応援 寄付 の お 知ら せ 」 





